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.J: キャンフ。干す関本ず

うっ とおしい梅雨もようやく峠をこした 7月17日、恒例の市民の

森キャンプ村の開村式ヵ、行われました。 テー プカ ッ トの後、岡田村

長(わしは山荘管理人)に市長から金色にかがやく「大カキ‘」カ、手

わたされ(写真下・市長左)開村しました。

(写真上、開村初のキャンプを楽しむ、市内の仲良しグループ)

フ月 17日市民の森

市民の動き(7月 1日現在)

出生以下は 6月中の数'f

107.248 (十140)
52:100 (+73) 

55.148 (十 67)
31. 089 (十 59)

114 (一 42)
47 (ー 21!
57 (一 15)
8 (十 1)

( )内はがl月比

人口総数

男

女

世帯数

出生

死亡
婚姻

離婚

主な内容

部落差別をなくそうと市民2000人カ、参加....
商工会議所も駅誘致辺動を決定ー・

(北陸新幹線を考える )

豊殿地区なとにひょう 害 、被害総額約 1億・・・・・・・・・ 4面

結核レントゲン検査実施ーー・・・ー・・・一・・・・・・・・ ・・・・ー・ 5・6面
ハ カリ の定期験査 9月から、出張料金を新 設......7面
楽しい花火は大人 と一緒にーー・・・・・・・・・・・・・・・ ............8面

二化期アメ シロ討を緩めず最後まで防除・・・・・・・・・・・・ 9面
子供たち を虫歯Iから守ろ う⑫一一....................10面

Z面
..3面
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部落差別を
なくそう

市民2000人が参加

と

t: えヴ

724号ー

〔部落差別をな くす市民大行動〕

写
真
右
・
市
民
会
館
で
の
部
落
差
別

を
な
く
す
市
民
大
行
動

写
真
左
・
部
落
差
別
の
撤
廃
を
訴
え

る
石
井
市
長

写
真
上
・
市
内
目
抜
き
通
り
を
大
行

進

み
ん
な
で

差
別
撤
廃
を

七
月
二
十
日、

市
民
会
館
に
、
石
井

市
長
、
砥
石
部
落
解
放
審
議
会
長
を
は

じ
め
、
約
二
千
人
の
市
民
が
参
加
し
て

「
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」

が
H

差
別
を
な
く
し
明
る
い
社
会
を
H

H

部
落
差
別
を
な
く
そ
、つ
ま
ず
上
田
市

か
ら
。
を
ス

ロ
ー
カ
ン
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。石

井
市
長
は
「
部
落
差
別
は
人
間
生

¥活
め
中

で
最
大
の
罪
悪
で
あ
る
。
今
こ

そ
差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

.
と
決
意
を
こ
め
て
あ
い
さ
つ
、
市
民
一

人
一
人
に
差
別
撤
廃
を
強
く
訴
、え
ま
し

た
。同

ー和
問
題
は
、
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
、
国
民
的
課
題

で
す
が
、
今
年
に
な
っ
て
す
で
に
、
市

内
で
二
件
の
差
別
事
件
が
発
生
す
る
な

ど
、
今
な
お
部
落
差
別
は
、
あ
と
を
た
た

な
い
現
状
で
す
。

ー
の
現
状
を
打
ち
破
る
た
め

「
部
落

差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」
は
、
市

'民
一
人
一
人
が
理
解
と
認
識
を
一
層
深

め
る
と
と
も
に
、
全
市
民
の
協
力
と
、

行
政
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
、
部
落
の

完
全
解
放
を
期
そ
う
と
、
ス

ロ
ー

ガ
ン

の
確
認
、
宣
言
決
議
を
行
い
、

石
井
市

長
を
先
頭
に
市
内
目
抜
き
通
り
、
約
一
・

八
キ
ロ

を
大
行
進
し
、

部
落
差
別

の
撤

廃
を
訴
え
ま
し
た
。

1東
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住圭，

E主

苧一一同

人
聞
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
っ
て
、
人
権
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
時

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
基
底
で
あ
る
。

明

し
か
し
、
わ
が
国
の
現
状
を
み
る
に
、
今
日
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差
別
が
附

根
強
く
残
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
自
分
の
責
任
で
は
な
い

理
由
に
よ

っ
て
、
人
制

間
と
し
て
、
生
き
る
権
利
が
不
当
に
侵
さ
れ
て
い
る
事
実
は
決
し
て
少
な
く
な
制

ぃ
。
部
落
差
別
は
、
そ
の
中
で
も
最
も
苛
酷
で
あ
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

州

現
在
、
部
落
解
放
の
た
め
の
諸
施
策
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
、
同
和
対
掛

策
事
業
特
別
措
置
法
は
、
こ
の
重
大
な
問
題
を
十
年
の
時
限
内
に
解
決
す
る
決
悌

意
を
も

っ
て
、
国
民
の
総
意
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
、
画
期
的
な
特
別
法
で
あ
る
。

一司

法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
、
国
は
も
ち
ろ
ん
、
県
・
市
町
村
挙
げ
て
幾
多
の
方

途

附

を
講
じ
、
法
の
精
神
の
実
現
に
つ
と
め
、
爾
来
七
年
の
歳
月
を
費
し
て
今
日
に

W

至
っ
て
い
る
。

山向

上
田
市
に
お
い
て
も
、
行
政
側
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部
落
解
放
同
盟
上
田
市
刷

協
議
会
を
中
心
と
す
る
市
民
組
織
も
、
相
携
え
て
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育
制

の
推
進
に
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
渦

ず
、
積
年
の
差
別
観
念
は
社
会
意
識
と
し
て
根
深
く
は
び
こ
り
、
年
々
少
な
か
明

ら
ぬ
差
別
事
件
が
起
き
て
お
り
、
本
年
も
ま
た
、
去
る
三
月
信
越
線
列
車
内
に
お
悼

い
て
、
上
田
市
民
に
よ
る
差
別
発
言
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
附

あ
る
。
本
日
こ
の
集
会
に
際
し
、
人
聞
が
人
間
を
差
別
す
る
こ
と
の
不
当
さ
、
人
同

聞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
と
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
さ
を
、
改
め
て
深
〈

心
に
銘
ず
べ
き
で
あ
る
。
封
建
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
長
年

に
亘
り
、
生
き
る
自
由
を
抑
、子
り
れ
、
差
別
の
重
圧
に
苦
し
み
続
け
て
き
た

一
部

の
同
胞
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

今
や

実
践
、
」
そ
肝
要
で
あ
り
、
単
な
る
知
的
理
解
に
止
ま
る
限
り
、
差
別
撤
廃
の
た
め

の
力
と
は
な
り
得
な
い
。
市
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
行
動
を
通
し
て

実
践
す
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
日
こ
こ
に
「部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動
」
を
催
し
、参
会
者

一
同
卒
先
し
て
行
動
の
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
く
、
集
会
を
聞
く
と
と
も
に
、
行
進

を
通
し
て
、
部
落
差
別
の
撤
廃
を
全
市
民
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
行
動
を
、
今
日
一
日
に
し
て
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
市
内
全
域
、
全
家
庭

に
向
け
て
拡
大
惨
透
さ
せ、
部
落
差
別
撤
廃
の
念
願
を
こ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
ひ
と

り
ひ
と
り
が
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十

一
年
七
月
二
十
日

動
な
ど
の
公
害
問
題
、
出
地

(
つ
ぶ
れ

ち
)
問
題
な
ど
穏
々
の

問
題
に
つ
い
て
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石
井
市
長

写
真
上
・
市
内
目
抜
き
通
り
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行

進
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所
も

駅
誘
致
を
決
議

つ広報

市
は
、
北
陸
新
幹
線
の
市
内
通
過
は
決
定
的
と
み
て
、
六
月
八
日
設
置
し
た

「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
対
策
本
部
」
内
に
編
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
卜
チ

ー
ム
が
、
七
月
八
日
、
現
在
工
事
中
の
上
越
新
幹
線
の
停
車
駅
と
な
る
、
群
馬

県
月
夜
野
町
を
視
察
、
は
だ
で
新
幹
線
通
過
の
ふ
ん
い
き
に
ふ
れ
る
と
と
も
に

同
町
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
(
鉄
建
公
団
)
か
ら
説
明
を
聞
く
な
ど
、
新
幹
線

問
題
研
究
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
上
田
商
工
会
議
所
も
、
同
十
日
、
全

員
協
議
会
を
聞
き
、
北
陸
新
幹
線
駅
誘
致
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
を

決
議
し
北
陸
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
(
委
員
長
小
山
会
頭
)
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
同
十
三
日
に
は
、
駅
招
致
上
田
小
県
期
成
同
盟
会
(
会
長
石
井

市
長
)
市
議
会
議
長
、
市
議
会
の
北
陸
新
幹
線
特
別
対
策
委
員
長
が
運
輸
省
、

国
鉄
、
鉄
建
公
団
を
訪
れ
、
上
田
駅
実
現
の
た
め
陳
情
す
る
な
ど
、
北
陸
新
幹

線
の
ル

l
卜
発
表
を
ひ
か
え
、
種
々
の
問
題
点
研
究
と
合
せ
て
、
誘
致
運
動
も

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
発
展
の
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
「
上
田
駅
」

実
現
の
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
積
極

的
な
駅
誘
致
運
動
を
展
開
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

一(3)ー一一昭和51年 8月 1日

長
を
先
頭
に
市
内
目
抜
き
通
り
、
約
一
・

八
キ
ロ
を
大
行
進
し
、
部
落
差
別
の
撤

廃
を
訴
え
ま
し
た
。

!信越線|

新幹線接続の

快速電車が主流

群
馬
県
月
夜
野
町
を
視
察
し
た
際
、

北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
や
、
騒
音
、
振

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
都
を
起
点

と
し
大
阪
府
ま
で
の
約
七
百
キ
ロ
で

東
京
か
ら
高
崎
ま
で
は
、
上
越
新
幹

線
を
共
用
、
長
野
市
付
近
、
富
山

市
付
近
を
通
過
し
ま
す
。
ル

ー
ト
は

信
越
線
沿
い
と
の
発
表
だ
け
で
、
停

上
田
市
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動

持静誕#長託、

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
日

り
ひ
と
り
が
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
‘も
の
で
あ
る
。

動
な
ど
の
公
筈
問
題
、
出
地
〔
つ
ぶ
れ

ち
)
問
題
な
ど
種
々
の
問
題
に
つ
い
て

鉄
建
公
団
の
考
、
え
や
見
通
し
に
つ
い
て

聞
い
た
主
な
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横
地
、
公
害
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え

る
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

。

質
問

1
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
は
。

答

1
大
筋
は
信
越
線
沿
い
だ
が
、
千

曲
川
の
右
岸
か
左
岸
か
は
決

っ
て
い
な

質
問

1
駅
設
置
と
路
線
と
の
関
係
は

答

1
駅
設
置
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

る
が
、
今
ま
で
の
例
で
は
、
駅
の
位
置

を
決
め
て
か
ら
路
線
を
決
定
し
て
い
る
。

質
問
H
H
駅
と
駅
と
の
距
離
は
。

答

1
大
体
三

0
キ
ロ
か
ら
七

0
キ

ロ

く
ら
い
。

団
が
建
設
し
ま
す
。

こ
の
新
幹
線
の
性
能
は
、
軌
間
一

・
四
三
玉
川
の
広
軌
で
、
最
小
曲
線

半
径
四
日
、
最
急
勾
配
千
分
の
一
五

以
下
、
延
長
十
J
聞
の
平
均
勾
配
千

分
の
一
二
以
下
、
レ
ー
ル
の
種
類
六

北
陸
新
幹
線
の
概
要

車
駅
な
ど
は
、
本
年
中
か
ら
来
年
三

月
ま
で
に
発
表
さ
れ
る
予
定
の

「実

施
計
画
」
が
で
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

ん。
総
建
設
費
、
一
兆
、
一
千
七
百
億
円

(
車
両
を
含
む
)
を
費
し
て
鉄
建
公

O
毘
レ

ー
ル
、
使
用
す
る
電
圧
は
交

流
二
万
五
千
ゴ
、
列
車
の
長
さ
一
六

両
編
成
田

0
0
メ
ー
ト

ル
で
、
最
高

時
速
二
六

O
践
で
走
り
ま
す
。

駅
の
ホ

l
ム
の
長
さ
は
四
一

O
U

必
要
で
す
。

質
問

1
現
在
の
信
越
線
は
ど
司
つ
な
る

か
。
新
幹
線
の
通
過
間
隔
は
。

答
M
H
特
急
、
急
行
は
ほ
と
ん
ど
る
く

な
リ
、
新
幹
線
に
接
続
す
る
快
速
一
定
単

と
な
る
。
新
幹
線
は
上
、
下
線
と
も
十

五
分
間
隔
ぐ
ら
い
で
走
る
。

買
収
対
象
地
は

幅
約

m
m

質
問

1
騒
音
、
振
動
の
対
策
は
。

答

1
騒
音
に
つ
い
て
は
、
防
音
壁
を

使
い
基
準
地
で
七
五
ホ

l
ン
(
住
宅
地

七

O
ホ
|
ン
)
を
守
リ
、
振
動
に
つ
い

て
は
、
高
架
橋
脚
を
で
き
る
だ
け
岩
盤

な
ど
に
定
着
さ
せ
、
被
害
が
で
な
い
よ

う
に
す
る
。

質
問

1
軌
道
方
式
は
。

注目
M
H
東
海
道
線
の
よ
う
な
盛
土
方
式

は
、
降
雨
時
の
維
持
管
理
が
大
変
な
の

で
、
す
べ
て
高
架
方
式
を
採
用
し
、
幅

は
一
四
灯
、
高
さ
四
・
七
灯
か
ら
川
な
ど

の
場
合
三

O
U
位
の
高
き
と
な
る
。
橋

脚
の
間
隔
は
、
普
通
八
メ
ー
ト
ル
、
駅

構
内
は
一

0
1
一
二
灯
ぐ
ら
い
だ
。

質
問

1
路
線
通
過
に
よ
る
泊
地
は
。

答

1
高
架
橋
の
幅
一
四
灯
と
工
事
用

道
路
と
し
て
、
片
側
四
日
(
都
市
計
画

道
路
は
六
灯
)
計
一
八
灯
か
ら
二

O
灯

が
買
収
の
対
象
と
な
る
。

質
問

1
土
地
買
収
価
格
の
決
定
は
。

答

1
不
動
産
鑑
定
士
の
評
価
に
よ

っ

て

決

め

る

。

(

次

ぺ

l
ジ
へ
)



昭和51年 8月 1日ーーー(4)ー

質

1
補
償
の
対
象
物
件
は
。

答

1
家
屋
、
立
木
、
残
地
な
ど
で
、

臼
照
権
に
つ
い
て
も
基
準
以
上
の
も
の

は
行
う
。駅

の
長
さ
は

約
一
キ
ロ
必
要

質
問
H
H
駅
が
設
置
さ
れ
た
場
合
の
規

莫
立
。

1
l
 

答
H
H
二
車
線
、
二
ホ
ー
ム

で
幅
約
三

O
幻
ぐ
ら
い
、
ホ
ー
ム

の
長
さ
は
四
一

O
灯、
A
T
C
装
置
な
ど
付
け
る
の
で
‘全

体
の
長
さ
は
水
平
地
で
約
一

J

ぐ
ら
い

が
必
要
、
駅
舎
は
大
部
分
高
架
の
下
に

つ
え
る
が
、
駅
前
広
場
は
別
で
、
駅
前

広
場
の
盤
備
貨
の
っ
ち
四
分
の
一
は
国

鉄
が
負
担
す
る
。

豊
殿
地
区
な
ど
に
ひ
ょ
う
害

被
害
総
額
約

t: 

七
月
十
九
日
、
午
前
四
時
か
ら
激
し

い
風
を
と
も
な

っ
て
集
中
的
に
降
り
出

し
た
雨
は
、
間
四
時
四
十
一九分
頃
か
ら

盟
殿
全
域
と
神
科
、
城
下
の
一
部
で
「
ひ

ょ
う
」
に
変
り
約
十
分
間
降
り
続
き
ま

し
た
。
こ
の
「
ひ
ょ
う
」
に
よ
り
、
ぶ
ど
う

えつ_~724号 侵略説綴号)一一広報

立
日
U

F
A川
-
B
E

な
ど
果
樹
を
中
心
に
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
特
産
野
菜
、
花
き
、
農
業

用
施
設
な
ど
に
、
ま
た
、
神
科
、
塩
田
、

川
辺
、
泉
回
の
一
部
に
も
同
七
日
に
ひ

ょ
う
が
降
り
、
果
樹
に
被
害
が
で
て
、

被
害
総
額
い
か
約
一
億
円
に
の
は
り
ま
し

た

市
で
も
、
で
き
る
だ
け
の
援
助
を
す

る
方
針
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

‘
，
ひ
ょ
う
害
に
あ
っ
た
ト
マ
ト

質
問

l
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
上
の
用
地

は
ど
う
す
る
か
。

答

1
ト
ン
ネ
ル
の
上
か
ら
五
日
ぐ
ら

い
ま
で
は
買
収
し
、
五
山
か
ら
三

O
M

ぐ
ら
い
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
上
権

設
定
を
す
る
。

質
問

1
北
陸
新
幹
線
の
始
発
駅
は
。

答

l
新
宿
の
予
定
だ
が
、
東
京
か
ら

も
出
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

土
砂
崩
れ

突
風
の
被
害
で
る

〈

7
月
刊
日
の
集
中
豪
雨
〉

同
日
、
午
前
四
時
か
ら
午
前
五
時
ま

で
の
一
時
間
に
、
降
雨
量
二
一
ミ
リ
の

集
中
豪
雨
と
突
風
、
そ
の
後
も
降
り
続

い
た
雨
に
よ
り
、
市
内
二
か
所
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
、
千
曲
川
水
源
地
付
泣
の

桝
網
用
水
路

へ
幅
二

0
メ
ー
ト
ル
、
御

所
の
原
峠
入
口
下
流
の
六
か
村
堰
へ
幅

十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
土
砂
が
流
入

し
た
ほ
か
、
市
内
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で

床
下
浸
水
、
ま
た
、
突
風
に
よ
り
第
四

中
学
校
第
二
校
舎
の
ト
タ
ン
屋
根
が
三

分
の
一
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
破
片
で

体
育
館
の
屋
根
と
隣
接
民
家
二
軒
の
屋

根
や
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
す
る
被
害
が
で

ま
し
た
。

市
で
は
、
直
ち
に
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
河
川
へ
流
入
し
た
よ
砂
の
撤

去
、
床
下
浸
水
家
屋
の
消
毒
、
第
四
中

学
校
や
隣
接
民
家
の
修
復
に
カ
を
注
い

で
い
ま
す
。

被
害
総
額
は
約
六
百
六
十
万
円
に
の

老人福祉を
考える

1500人参加
/第7回¥
¥豊かな老後のための県民会議/

第
七
回
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
県
民

会
議
が
、
七
月
八
日
、
市
民
会
館
に
、

石
井
市
長
、
西
沢
知
事
を
は
じ
め
県
下

各
地
か
ら
約
千
五
百
名
が
参
加
し
て
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
老
人
だ
け
で
な
く
、

青
壮
年
も
積
極
的
に
参
加
し
、
み
ん
な

で
老
人
問
題
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

り
る

4

川
一
作

.
一
%
税

制

」

F
弘、
e

、

十

カ子

政

、

沢
川

浩
い
い

7

、

4
f
l
 

齢
に

吉岡
妻

田
一
取
+穴

宇
巾
こ

24号ー

「紛
失
し
な
い
よ
う
保
存
し
ま
し
ょ
う
」
「
受
診
票
に

F

自
分
の
検
診
日
を
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

0

0

0

0

0

0

0

0

一
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
0

0

0

0

0

0

0

5

3

3

0

0

0

0

0

一

0

3

3

3

3

0

0

0

0

0

一

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

2

2

3

1

2

3

1

2

3

一
日

2

3

m

山

口

ロ

。。
。。

2 

は
り
そ
う
で
す
。

行
わ
れ
、
市
長
、
知
事
の
あ
い
さ
つ
の

後
J
老
後
に
思
う
H

を
テ
ー
マ
に
意
見

発
表
が
行
わ
れ
、
学
生
生
徒
の
立
場
か

ら
、
粕
尾
幸
子
さ
ん
(
上
回
第
一
中
学

校
三
年
)
が
、
「
老
人
の
身
に
な

っ
て
々

、
ぇ
、
長
い
間
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老

人
を
い
た
わ
り
、
楽
し
い
余
生
が
送
れ

る
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
よ
う
」
と
訴

え
、
ホ
ー
ム

へ
ル
パ

ー
の
立
場
か
ら
、

君
波
光
枝
さ
ん
(
上
田
市
)
も
「
社
会

か
ら
孤
立
し
た
老
人
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
お
う
。
そ
し

て
寝
た
き
り
老
人
の
収
谷
施
設
増
設
や

看
護
す
る
家
族
の
生
活
補
償
な
ど
、
行

政
施
策
の
充
実
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

全
体
会
議
は
、
「
豊
か
な
老
後
の
た
め

に
、
家
庭
の
調
和
を
ど
う
は
か

っ
た
ら

止
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
武
田
県
社
会

部
長
、
山
本
県
教
育
委
員
ら
四
名
が
主

論
者
と
な
り
、
福
祉
施
設
の
町
長
備
な
ど

は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
家
庭
で
の
老
人

対
策
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
乏
人
自
身
も

家
庭
、
社
会
で
役
立
つ
こ
と
を
々
え
勉

強
し
て
い
こ
う
。
ま
た
、
家
族
も
乏
人

を
い
た
わ
り
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が

豊
か
な
老
後
に
つ
な
が
る
。
乏
人
自
身

な
に
か
生
が
い
と
な
る
仕
事
を
み
つ
け

よ
う
と
参
加
者
に
話
し
か
け
ま
し
た

J

ま
た
、
福
祉
功
労
者
と
し
て
、

十

一

名
、
四
団
休
め
皆
さ
ん
が
知
事
表
U
M
を

受
け
ら
れ
ま
し
た



Tご一一(摂益義援擁号) 第724号ーえつ広報ー (5ド一一昭和51年 8月1日

( 8月17日"-'1 0月13日)

結核レ ン トゲン検診 を、 8月17日から 10月13日にかけて実施します。

検診を 必要とする人には、 受 診票を配布いたしますが、受診票には「検診目、検診会場は書いてあり ません の

で、こ の表を 必 ず ご らんの うえ、該当会場へ おでかけください。 (この表は壁などに貼ってご利用 くたさい)

結核レントゲン検診日程表51年度

を
得
て
、
河
川

へ

し
た

去
、
床
下
浸
水
家
屋
の
消
毒
、
第
四
中

学
校
や
隣
接
民
家
の
修
復
に
カ
を
注
い

、
紛
失
し
な
い
よ
7
保
存
し
ま
し
ょ
う
L

「
受
診
票
に
自
分
の
検
診
日
を
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
、
7
L

時間
』ーーーーーーー-

30-1. 50 

2. 10-2. 30 

3 . 00-3. 30 

沢|前 9.30-10. 00 

検診

後1

区

木

回

対 象 地

日

森

井

大日木 公 民館 |大

森 公 民館

小

矢

小井田公民館

公民館

検 診会 場且

8 

月

検 診 時間

前 9.00-10. 30 

11.00-12.0。
町 |後 1. 30-2. 30 

対象地区

踏入

中常国 、下常国

木月 |材木町 公会堂|材

踏 入 公会掌

8 I常 回 会 館

検 l 診会 場)J 
臼

10. 30-11. 00 

1l. 30-12. 00 

田 |後 1

8 

30-2 . 00 

2. 30-3. 0。
30-10. 00 

10. 30-11. 30 

後 1. 00-1 . 30 

前 9

線F

漆戸、 宮 之上

町

中 田

回

みすず台南・北

青 木

ol= 
cl 

ol= 
ロ

ol= 
ロ

沢

下郷公民館|下

み すず 台北集会場

下 吉 田 公 民館|下

下青木公民 館 |下

漆戸公民館

町吉田 公 民館

中吉田 公 民館

24 

(刈

日

3. 00-3. 30 

8 

18 

町 |前 9.30-9. 45 

10. 15-12. 0。
後 1. 30-3. 0。

町 |前 9.30-10.00

10. 30-11. 45 

後 1.30-2. 10 

2. 40-3. 00 

海野町、袋町

泉

"'" 吊

松 尾町
大手町、末広町

丸 堀

町

手

回

北 常 国 、 横 町

中 部
ロ t ビニーノレ駐 車場

月 | 同本

小林ぬ し 庖積 |木

稲 荷 神社

( 刈 | 上 常 国 公 会 堂|上

旧日活横 駐 車 場 |原

17 1 海 野町 公会堂

日 l厚 生療前 庭

上田 高校同窓会館

上国 交 通|日東駅

2. 00-2. 30 

3. 00-3. 30 

前 9.30-10. 00 

10. 30-11. 00 

1l. 30-12. 00 

30-2 . 00 木|後 1

坪

分

親日

丘

..l>. 
o 

之

カず

青

黒坪 公民 館

国分 公 民館 |国

桜 台 児 童会 館 |桜

林之 郷公民館

梅が丘自治会集会所

林

梅

上 青木公民館|上

久保 林 公民館

大 屋公民館

黒
月

25 

日

(水)

前 9.30-10.0。

8 

10. 30 -11. 30 

後 1. 00-2. 0。
2 . 30-3. 00 

前 9.30-10.30

11. 00 -11. 30 

大

天神町

房

鷹匠町、本町

北 天 神町

北

南

下房 山、馬場町

上 山

南天神町公会 堂

上回公共職業安定所

上 房 山 公会堂

鷹匠町公 会堂

下房 山 公 会堂

日

(羽

30-3 . 00 

30-11. 00 

11. 30-12. 00 

後 1. 30-2 . 00 

雇国五
中本

下

J尺

保

岩 下 公民 館

81上沢公民 館 |上

久
一

大

岩

後 1. 00-1 . 30 

2. 00-3 . 45 

前 9.30-10.15

10. 40-1l. 30 

後 1. 00-2. 0。

下 川 原 柳町

上川原柳町蛇沢

上鍛治町、田町

鍛治 町

愛

富島ガラス庖前

上 川原柳町公会堂

上 回 明照会

鍛 j台 町 会館

月

19 

日

2. 30-3. 00 

30-10. 00 

10. 30-11. 0。
井 11.30-12.00 

竹 l後 1. 30-2. 00 

竹

堀|前 9

門

堀下

上

山石前 9.30 -1l. 30 11 日|岩 門 公民 館

川刈笹井公民 館 |笹

3011 西野竹公民館

野 竹 公民館|野

月| 下堀 火の見下

上堀 公民館3011 26 2. 30-3 

回|後 1. 00-2 

町 3.00-3 

町

屋

回、柳 町

{ 

主主

染

新

愛割T自治会長駐車場

新田区民会 館

8 I北 小学校横遊園地 !新

染屋公民 館

休)

2. 30-3. 00 

月|神 科新屋作業所

30-9. 50 

10. 30-11. 30 

00-1.30 

2. 00-2. 30 

山 |前9

後 l

山

I尺

屋

井

野

グ〕

科新

勢

西

畑

伊

槌

神

金

81吉池プラスチック工場

畑山 公民館

伊勢 山 火の見下

前 9.30-10. 30 

11. 00-12. 00 

後 1. 30-2. 30 

3. 00-3 . 30 

前 9.30-10. 30 

11. 00-11. 30 

上紺屋

丘

北

屋丘

西

尻

カず緑

縁が

新

織が

下

泉

月|上紺屋 町 公会堂

201緑が丘会館

日|緑が丘北区会 館

倒|新屋会 館

緑が丘 西 区会館

下塩尻公民 館8
月
幻
日
仕

e

齢

に

ゐ

古
問

委

最

夫

市

ご

ま

た

福

松
玖
労
孝
と
し
て

J
1

一

名
、
四
団
体

の
皆
さ
ん
が
知
事
表
似
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

3. 00-3 . 30 

2 . 00-3. 00 
一一一ーー一一一一一ーーーーー

条|前 9.30-10. 30 

原

30-10. 00 

10. 30-11目 30

保|後 1. 00-1 . 30 

11. 00-11. 30 

前 9寺

町

口

岡Jj

久

之

回

271金 井 公民館

日|金剛寺公民館|金

8
月
お
日
出

大久保公民館|大

幽 l長島公民館|長

山

下

上

東

山口 公民館

下之 条集 荷 所

上田 原 自治会 館

平

月

尻|前 9.30-11.30 

前 9.30-10. 30 

11. 00-12. 0。
町 |後1. 30-2. 00 

2. 30-3. 00 

前 9.30-10. 30 

下 紺 屋 町

鎌

新

生塚、諏訪 部

常磐 町

北

原、 西脇

塩

老人悩祉センター

上塩尻公民 館 |上

8 I下紺屋 町 公会堂

土屋編物教室駐車場

新 町 公会堂

諏訪部公会堂

トキワギ水道工事癌前
日

(月)

23 

n
H
v

'
E
A

-

A
H

v

n

J
M
 

~
~
一
~

A

U

n

u

-

A
H
V

骨

。‘リV

内‘u
-

内‘J
W

A

U

V

9

m

一9
U

4

則

前
川

地

畑

町

所

条

築

曲

東築地 公会堂

神畑 遊園 地横 |神

千曲町 公会堂|千

御 所公会堂 l御

中 之条区公民館 l中

8
月
初
日
開

11.00-12.00 

和 |後 1. 3ト 3.30 

前 9.30-10.00

10. 30-11. 0。
坂

水

城 北 自治 会 館 |域

農協秋 和出 張所 秋

赤目!赤坂公民 館

241岩清 水 公 民館

{~I 長入公民 館 後 130~311

(ウラにつづく

之11. 30-11. 45 

在=iIIiは午前、後は午後

入

清
山

石

長



210 

290 

480 

変更

-第724号 (貯議接易経号)一一広報うえだ 昭和51年間 1日- -(6)ー

円l 険診会場 対等地区 検診時間 J 臼l 検診会場 対象地区 検診時川

須 川作業所 ~~ )11 後 3.30-3 . 50 
月9 7 

相 染 間 分去、大湯、院内 前 9.30-12. 00 

3月80 小 牧 公 民館
牧 前 9.30-10.0。 日影公民館 上 手 後 1. 30-2. 00 

三好町会館 好
日

一一 町 10. 30-12. 0。(刈 野倉公民館 野 倉 2. 40-3. 00 

品中村自治会館 中 村 後 1.30-2. 30 入組事務所 入 *Ji 前 9.30-10. 0。
諏訪形 公会堂 諏 訪 青3 3. 00-4. 00 

月9 8 
上室質事務所 中 組 10. 30-11. 30 

赤 坂ス ーパー前 )11 辺 町 前 9.30-10. 30 原組事務所 原 車直 後 1. 00-1 . 30 

8 川辺町会館
日

辺 町 11. 00-12. 0。附 旧 ~ ~支所 本組、上手組 2. 00-2. 30 

月長池食堂前 倉 升 ft 1 . 30-2. 45 生活改善センター f池~q一Jl、J 、、 w 何84'1トf寺 3. 00-3. 30 

山口三ツ 角 泉田山口 前 9.30-10.00
月9 

仁古田公民館 古 回 前 9.30-10. 30 

31 下半 過飼育所 下 半 過 10. 30-11. 0。 岡 -J.、‘1 民 館 岡 11. 00-12. 0。
日 上 半過 公 会堂

9 
上 半 過 11. 30-12. 0。日 )11 西 支 所 川西地区 後 1. 30-2. 0。

(刈築地公民館 築 1也 後 1. 30-2. 0。同
川西社会福祉センター " 2. 30-3 . 00 

吉 田公民館 吉 田 2. 30-3. 30 
月9 

泉回公民館 泉田地区 前 9.30-10. 15 

福 田 公民 館 福 回 前 9.30-10. 00 川辺町 会館 川辺地 区 10. 45-11. 30 
10 

保野公 民館 イ呆 腎 10. 30-11. 30 日 下之条集荷所 " 後 1.00-1.45
9 

上 小 島 公 民館 上 島 ft 1 . 00-1. 30 
幽

中 之 条 区公民館 城下地区 2. 15-3. 00 

月下小島公民 館 下 島 2. 00-2. 30 員 諏 訪形 公会 堂 /1 自ij9. 30-10. 15 

1 下本 郷公民館 下本郷、東五加 3. 00-3. 30 三好町会館 " 10. 45-11. 30 

日 八 木沢公民 館 八 木 r尺 前 9.30-10.30 市豊殿支所 豊殿 地 区 自ij9.30-10.15 

附 舞 回公民館 舞 回 11. 00-11. 30 
1月0 

町吉田公民館 " 10.45-11. 30 
4 

中野公 民館 中 野 後 1. 00-2 . 0。日 梅が丘自治会集会所 " 後 1. 00-2 . 00 

社中会極悩祉団事業事セン業タ所ー 五 加 2. 30-3. 30 
明)

下青木公民館 神川地区 2. 30-3. 00 

下之 郷公民館 下 之 ~~ 前 9.30-10. 45 大屋公民館 " 前 9.30-10. 15 

9 下組公 民館 下 9且 11. 20-12. 00 
1月0 

農協神川支所 " 10. 45-11. 30 

月|鈴子 公 民館 l鈴

5 
染屋公民館|神科地区 後 1. 30-2. 00 子|後 1. 3い 00 日

2 柳沢 公民館|仰 沢 2.30-3. 00 
(火)

上野が丘公民館 " 2. 30-3. 00 

中組公民 館 中 組 前 9.30-10. 30 城北自治会館 |日 市 内 前 9.30-10. 15 

日 奈 良 尾公 民 館
10 

奈 良 尾 11. 00-12. 0。月 新 屋 ぷz当スh 館 " 10. 45-11. 30 

側 平 井 寺 公 民 館
6 

新田区民会館 後 1. 30-2. 00 平 井 寺 後.1. 30-2. 0。日 /1 

旧東塩 田出張所 石 神 2. 30-3. 00 
側

上房山公会堂 " 2. 30-3. 00 

東 前山公民 館 東 前 山 前 9.30-10.30 新町公会堂 " 円ij9.30-10. 15 

9 西 前山公民 館 酋 前 山 11. 00-12. 0。1月0 
下紺屋町公会堂 H 10. 45-11. 30 

7 
月 手 塚公民 館 手 塚 後 1. 30-2. 30 日 南天神町公会堂 " 後 1.00-1 . 30 

3 住金控噌苛セダ話 手 塚 3. 00-3. 30 
附

鷹匠 町 公会堂 " 2. 00-2. 30 

山田停留所 山田 前 9.30-10. 0。 上川原柳町公会堂 " 前 9.30-10. 15 
日 1月0 

材 木町 公会 堂 10. 45-11. 30 西塩 田会館 塩田新 町 10. 30-11. 30 " 
幽十人公民館

8 
鍛治町会館 ft 1 . 00 -1 . 40 十 人 後 1.00-1. 30 日 " 

塩田母子生娘センター 上 本 郷 2. 00-3. 30 
幽

長岡産婦人科前 " 2. 15-3. 00 

i越戸公 民館 越戸 前 9.30-10. 0。背 上 塩尻 公民 館 塩尻地区 前 9.30-10. 15 

4 浦野公民館 浦野藤ノ木 10. 30-11. 30 農協秋和出張所 " 10. t5-11. 30 

判 五 力日 公民館 五 力日 前 9.30-11. 30 鈴子公民館 塩団地区 前9.30-10. 15 

横 山 作 業所 横 山 円ij9.30-10. 0。1月0 
西塩田会館 " 10. 45-11. 15 

~ I 小泉区民会館 泉 10. 30-11. 30 
12 

相 染 閤 " 後 1.00-1 . 30 
町 日

|日前]公会堂 日 向 後 1.00-1 . 30 ω 市塩田支所 /1 2. 00-2. 30 

(日月)和合消防康前 和 ぷE入3 2. 00-2. 30 
11月0 3 

踏入公会堂 |日 市 内 前 9.30-10. 15 

1岳 の 組公民館 岳 の 最旦 3. 00-3. 30 鷹匠町公会堂 " 10. 45-11. 30 

bB 給 市役所前 全 市 後 1.30-2. 30 
』同』
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お知もせ

:女の子も元気につ ッショ イワッシヨイ
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9月から

ノ¥

カ
リ
の
定
期
検
査

出
張
手
数
料
を
新
設

え一}

市
で
は
、
本
年
度
の
ハ
カ
リ
の
定
期

検
査
を
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま

で
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
商
取
り
引
き

証
明
行
為
に
利
用
し
て
い
る
ハ
カ
リ
は

こ
の
検
査
を
受
け
な
い
と
、
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
八
月
十
六
日
発

行
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。今

年
は
、
検
査
手
数
料
な
ど
次
の
占
…

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ー
、
検
査
手
数
料
が
右
下
表
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

2
、
出
張
手
数
料
、
一
目
、
千
円
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
カ
リ
が
二
十
台
以
上
あ
る
場
合
、

建
物
な
ど
に
取
り
つ
け
で
あ
っ
て
動
か

広報一(7)一一昭和51年8丹1日

せ
な
い
ハ
カ
リ
、
光
電
式
ハ
カ
リ
な
ど

申
請
に
よ
っ
て
出
張
検
査
を
行
う
場
合

今
年
か
ら
、
出
張
手
数
料
千
円
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理

解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
の
随
時
募

集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
希
望
者
は

八
月
一
日
か
ら
、
市
役
所
二
階
管
理
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
地
区

l
梅
が
丘
・
桜
台
・
塩
尻
団

地
の
二
種
住
宅
。

入

居

1
随
時
募
集
で
す
の
で
、
申
込

み
順
に
よ
り
、
希
望
地
区
の
住
宅
が

あ
い
た
時
入
居
で
き
ま
す
。

(祇園祭り )

区 分 7ニ刊企ニ 式 単価

20kg以下 100円

指示はかり
100 /1 190 

200 /1 250 

す旨(直司ミ似は目:ヵ~、) り 35 

不皿手動等はか比1) 200 

等血手動はか比リ 80 

20kg以下 140 

100 /1 210 

台手動はか 1) 200 11 290 

500 /1 480 

20kg以下

俸はか 50 /1 45 

手動天びん 一
光電式はかり 600 

ハカリ検査手数料申
込
み
資
格

1
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
勤
務
し
て
い
る
人
の
う
ち
住
宅

に
困

っ
て
い
る
人
。

②
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
人
。

③
扶
養
親
族
が
一
人
の
場
合
、
申
込

み
前
月
ま
で
の
一
年
間
の
収
入
金
額

が
百
十
二
万
四
千
円
以
下
の
人
(
収

入
金
額
は
扶
養
親
族
の
人
数
に
よ
り

違
い
ま
す
。)

お
問
合
せ

l
建
設
部
管
理
課
住
宅
係

(
宮
@
四
一

O
O内
線
三
四
五
有
線

②
O
七
三
こ

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、

二
十
五
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
、
着

物
着
付
教
室

(九
月

1
十
月
)
の
生
徒

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

必
ず
来
館
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

コ
l
ス
・
毎
週
水
曜
コ
ー
ス
と
木
曜
コ

ー
ス
。

開
講
時
間
・
午
後
六
時

1
八
時
ま
で
。

定

員

・

各

コ

l
ス
と
も
十
二
名

会
費
・
弐
千
円

締
切
り
・
八
月
十
六
日
ま
で

(
た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

お
問
合
せ
・
上
田
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
宮
@
七
一
一
七
)

次
に
よ
り
、
移
動
無
料
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

と

き

1
八
月
二
十
一
日
出

・
二
十
二

日
制
午
前
十
時
1
午
後
三
時
(
受
付
)

と
こ
ろ

l
市
公
民
館
(
材
木
一
、
旧
染

谷
丘
高
校
跡
)

内

容

l
金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
、
抵

当
権
な
ど
の
財
産
に
関
す
る
法
律
。

結
婚
、
離
婚
、
相
続
、
扶
養
な
ど

身
分
に
関
す
る
法
律
。

「移動市長室」を変更 ;

8月30日(月)に {

7月16日発行の広報 うえだ i
でお知らせした 8月23日(月)揺 i
回解放会館で、の「移動市長苧 j
は都会により 8月30日(月)午前 j
10時から午後 3時ま でに変更 j
いたしますのでご了ぷくださ{

担
当
者

1
立
命
館
大
学
家
生
法
律
相
談

部
員
四
十
名
の
ほ
か
、
中
井
美
雄
さ

ん
(
民
法
)
、
斉
藤
武
さ
ん
(
商
法
)

大
河
純
夫
さ
ん
(
民
法
)
の
立
命
館

大
学
教
授
と
弁
護
士
一
名
。

お
問
合
せ

l
民
生
部
市
民
課
市
民
相
談

室
(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
七
ニ
)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
て
は
、
八
月
か

ら
囲
碁
・
将
棋
の
初
心
者

(六
十
歳
以

上
の
方
)
を
対
象
に
次
に
よ
り
講
習
会

を
聞
き
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
毎
月
第
一
日
眼
目
、
午
前
九

時
l
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
老
人
福
祉
セ
ン
y
l
娯
楽
室

指
導
者
・
老
人
福
祉
セ

ンノ
!
の
岡
兵

将
棋
ク
ラ
ブ
の
ム
級
者
。

お
問
合
せ
・
老
人
福
祉
セ

、夕
|

(
宮

@
四
一
一
九
有
線
②
八
二
一
一
一
一
)



昭和51年 8月 1日一一ー(8)ーだ

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
花
火

は
風
情
が
あ
る
も
の
で
す
。
こ

と
に
子

供
に
と
っ
て
は
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
か
、
こ
の
花
火
に
よ
っ
て
、
毎
年
火

災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
残

念
な
こ
と
で
す
。

え

四
十
八
年
度
は
、
市
内
で
花
火
火
災

が
多
発
し
た
年
で
十
三
件
で
六
百
二
十

九
万
円
を
失
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
、
花
火
に
よ
る
火
災
を

起
き
な
い
よ
う
、
特
に
学
童
の
花
火
取

り
扱
い
に
は
、
周
囲
の
大
人
が
十
分
注

意
し
、
次
の
事
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

に
l
v
±
ナ
し
ょ
、っ
。

ー
、
花
火
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
な

い
広
い
安
全
な
場
所
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2
、
風
の
強
い
と
き
、
乾
燥
し
て
い
る

と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

3
、
花
火
の
説
明
が
き
を
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。

5
、
花
火
を
あ
げ
る
と
き
は
、
バ
ケ
ツ

な
ど
に
水
を
用
意
し
、
燃
え
が
ら
は
不

燃
容
器
に
か
た
づ
け
ま
し
ょ
う

てんふ。らなど

揚げ物に注意

八
月
は
、
お
盆
が
あ
り
各
家
庭
で
油火災は延焼早い

て
ん
ぷ
ら
な
ど
錫
げ
物
を
'
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
」
を
守
リ
、

大
切
な
財
産
を
失
う
こ
弁
わ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

油
に
よ
る
火
災
は
、
燃
え
方
が
急
激

な
た
め
、
全
半
焼
に
お
-r
ぷ
損
害
を
だ

し
て
い
る
家
庭
が
数
多
ペ
あ
り
ま
す

υ

l
、
揚
げ
物
料
理
中
は
杷
対
「
な
ベ
」

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
-

2
、
電
話
や
来
客
の
応
対
は
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
揚
げ
物
を
す
る

P
き
は
、
必
ず

消
火
器
、
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん
、
な
ど
移
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
盆
に
は
ロ
i

ソ
ク
、
線
香

の
火
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

_~724号 傑益事織却一一広報

、九ゆっくり 走ろう信濃路を H をス ローガンに、 7月21 三

日から 8月20日までの期間、 「夏の交通事故防止運動J ~ 
か行われます。

8月は、 1年中で一番交通事故の 多い月です。運転 三

者1;1安全運転を、歩行者は、正しい歩行乏 しましょ)0 ~ 
また、夏休みの解放感か ら子供の交通・水難などの 三

対か予想されますので、家庭のみなさん十分気をつ Z 
・7ア子供を事故から守りましょう。

I 
第724号ー

お待ちしています

気軽にご相談ください

〔高年齢者職業相談室〕

市の「高年齢者職業相談室」は、高年齢者の皆さん

の就職について相談に応じたり、就職のあっせんを行

っています。

昨年 8月から今年 3月までの 8か月間に 120人の方

が相談に見え、 46人の方が就職して元気に働いていま

す。

「体は丈夫なのだが、なにぶんにも歳で、」など引っ込

み思案になら ず、社会にでて、若い人と一緒に仕事を

しながら余生を楽 しく送りましょう。

市役所 1階市民課内の高年齢者職業相談室へお年軽

にお出かけください。 (fi⑫4100内線 27 7) 

.‘，‘.‘・』
V

踏切りて、、事故多発

〔必ず一時停止を〕
最近の踏切り事故は、車の大型化と増加により尊い人

命と財産を失う大きな事故となっていますので、次の

ことを必ず守り、踏切り事故防止を図りましょう。

1. 踏切 りの手前では、必ず一時停止し、左右の安

全を確めてから渡りましょう。

2査報器の鳴っている時、しゃ 断機のおりている

時は、 絶対に通らないようにしましょう。

踏切り で自動車が動かなくなった時は、「踏切 リ非常用

ボタン」 を押すか、発煙筒、または赤旗などを使用して、

直ちに列車を 止める手配をしてから、最寄りの駅へ連

絡しまし ょう。(踏切り非常用ボタンの下に、連絡先の電

話番号が記されています)

難
な
た
め
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
温

存
の
場
と
な
っ
て
い
る
所
が
多
い
の
で

自
治
会
撲
滅
運
動
と
合
せ
、
桑
園
な
ど

子供を交通事故から守ろう

7 月 21 日 ~8 月 20 日

交通事故防止月間
荒
井
志
ま
の
さ
ん

堀
内
美
恵
さ
ん

近
藤
利
一
さ
ん



市の 「

の就職に

って L、ま

昨年 8

が相談に

す。

「体は

み思案 に

しなカξら

市役戸斤

にお出か

だ一一(貯謝掛 第724号、

気
を
緩
め
、
ず

二
化
期
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
五
名
の
皆

さ
ん
が
、
七
月
一
目
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

掛
川
嘉
憲
さ
ん
〔
六
十
二
歳
、
天

神
四
(
南
天
神
町
)
〕
砥
石
種
次
さ

ん
〔
六
十
七
歳
、
縁
が
丘

二
新
屋
)
〕

上
原
好
人
さ
ん
(
六
十
六
歳
、
常
国

三
(
上
常
田
)〕

久
保
田
良
明
さ
ん

〔五
十
五
歳
、
小
井
田
〕
飯
島
英

子
さ
ん
〔
五
十
九
歳
、
築
地
〕

人
権
擁
護
委
員
に

五
名
の
方
が
委
嘱

受
け
る

ほ
か
に
次
の
七
名
の
方
が
す
で
に

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
坂
勝
さ
ん
(
東
前
山
)
、
若

山
箕
嘉
九
き
ん

(
奈
良
尾
)
、

横
山

勇
司
H
A

ん
(
仁
古
田
)

、

桜

井

茂

さ
ん
(
三
好
町
)
、
坂
田
堅
二
さ
ん

(
大
屋
)
、
清
水
幹
崇
さ
ん
(
岩
門
)

小
泉
義
雄
さ
ん
(
上
小
島
)

石
井
信
雄
さ
ん
、
中
島
義
子
さ
ん
は

四
十
八
年
一
月
か
ら
三
年
間
お
つ
と

め
を
い
た
だ
き
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

えヴ広 報一(9)-一一昭和51年 8月1日

最
後
ま
で
防
除

生
が
八
月
中
旬
過
さ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

一
化
期
は
、
例
年
に
な
い
異
状
気
候

の
た
め
発
生
が
遅
れ
ぎ
み
で
、
防
除
活

動
が
不
規
則
に
な
り
大
変
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

二
化
期
は
、
気
候
も
回
復
し
、
高
温

の
た
め
生
育
が
非
常
に
早
く
な
り
ま
す
。

民
家
の
周
囲
は
、
比
較
的
防
除
の
手

が
届
い
て
い
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
近
づ
か

な
い
、
河
川
敷
や
ガ
ケ
、
社
寺
境
内
、

お
よ
び
桑

・
く
る
み
畑
は
、
防
除
が
困

難
な
た
め
、
ア
メ
リ
・
刀
シ

ロ
ヒ
ト
リ
温

存
の
場
と
な
っ
て
い
る
所
が
多
い
の
で

自
治
会
撲
滅
運
動
と
合
せ
、
桑
園
な
ど

は
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
完
全
撲
滅

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

薬
剤
散
布
は慎

重
に

一
化
期
中
止
し
て
い
た
業
者
に
よ
る

薬
剤
散
布
は
撲
滅
班
長
(
自
治
会
長
)

さ
ん
か
ら
申
込
み
さ
れ
た
も
の
の
み
、

業
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
す
が
、

薬
剤
は
、
直
接
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

に
か
か
ら
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
現
地
を
は
握
し
効

果
の
あ
が
る
よ
う
、
ま
た
、
人
畜
に
古
一
口

か
で
な
い
よ
う
注
意
し
て
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

、季節ごよみもが衣がえ

Y云説ところどころやに
毎月 20目、小はなし、落語、川柳、俳句などを

折りこんだ市のミニお知らせ版‘季節ごよみや
が有線放送で放送され、好評のうちに二年が過
ぎましたが、市民にもっと親し まれるも のにし
ようと、 7月20日から、伝説ところどころ。に
衣がえし、上田盆地に伝わる伝説や童話をつづ
って行きます。

かくれた伝説や昔話しをお知りの方は、各有
線本部までお知らせくだきい。有線放送のない
市街地へは有線テレビ(上回ケーブルビジョン)
で放送します。(有線テレビ 8月18日午後 6時)

写真は 、伝説ところどころ、の初録音
左が語り手の竹乃家寿々 メさん

時

踏切リで

ボタン」

直ちに列

車各しまし

話番号が I

子伊

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(
六
月
三
十
日
現
在
)

宮
沢
幸
夫
さ
ん大

手
二
(
大
手
町
)
一
二
六

塚

原

す

い

能

さ

ん

伊

勢

山

七

七

金

沢

愛

子

さ

ん

笹

井

七

九

増
田
正
久
さ
ん

中
央
西

一
(
下
紺
屋
町
)
六
二

増

井

ま

さ

さ

ん

福

田

六

七

荻
野
尚
実
さ
ん中

央
二
(
松
尾
町
)
六
二

細
谷
千
代
さ
ん

踏
入
二
(
踏
入
)

四

田
中
道
生
さ
ん

踏
入
二

(
踏
入

)
五
四

春

原

い

え

さ

ん

上

塩

尻

六

四

清
水
や
え
さ
ん大

手
二
(
大
手
町
)
八
七

荒

井

初

音

さ

ん

金

井

七

二

上

原

た

け

さ

ん

新

田

六

O

石

塚

多

市

さ

ん

三

好

町

七

八

大

井

守

太

さ

ん

神

畑

九

四

近

藤

ミ

カ

さ

ん

大

屋

八

三

中
村
今

朝

光

さ

ん

中

之

条

七

四

内

藤

利

子

さ

ん

野

竹

六
六

待

井

智

さ

ん

諏

訪

形

七

三

工
藤
九
十
九
さ
ん

国

分

六

九

7 } 

、ゆっく

日カ‘ら 8

が行われ

8月l立

者は安全

また、

事故が予

!tてず・供

荒
井
志
ま
の
さ
ん

堀
内
美
恵
さ
ん

近
藤
利
一
さ
ん

中
央
西
一

(北
大
手
)
七
四

松

崎

よ

し

え

さ

ん

上

田

原

七

一

横

山

亀

三

郎

さ

ん

大

屋

七

O

桜

井

う

め

の

さ

ん

下

之

条

六

一

若

林

よ

志

い

さ

ん

下

之

条

六

五

宮
島
本
衛
き
ん中

央
二

(
海
野
町
)
七
八

志

摩

金

之

助

さ

ん

新

田

七

七

北
原
み
の
さ
ん中

央
三

(
馬
場
町
)
七
八

児
玉
を
つ
ぎ
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)
六
九

手

塚

さ

く

の

さ

ん

神

畑

八

O

児
玉
幸
夫
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)
七
一

関

定

四

郎

さ

ん

赤

坂

七

八

安

田

ふ

く

え

さ

ん

矢

沢

八

二

石

原

は

る

さ

ん

矢

沢

八

二

満

木

友

治

さ

ん

院

内

八

二

小
島

里

子

さ

ん

上

田

原

六

六

大

塚

文

枝

さ

ん

大

日

木

一

八

保

屋

野

基

義

さ

ん

保

野

七

六

古
平
昌
雄
さ
ん中

央
二

(北
常
国

)
八
九

竹

内

り

め

さ

ん

山

田

八

一

宮

下

由

郎

さ

ん

上

手

五

一

上

原

し

げ

の

さ

ん

舞

団

八

O

池

田

酉

じ

さ

ん

分

去

七

九

中

沢

正

平

さ

ん

中

組

八

O

田

中

哲

太

郎

さ

ん

八

木

沢

八

一

西

沢

ま

さ

さ

ん

上

室

賀

九

三

婿
伸
弗
凶
桜
山
川

小

牧

七
九七

三
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歳
児
か
ら

歯
科
指
導

「
子
供
た
ち
を
虫
歯
か
ら
守
ろ
う
」

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
、
子
供

た
ち
を
虫
歯
か
ら
守
る
方
法
を
述
べ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
歯
み
が
き
や
甘

い
物
制
限
、
妊
婦
の
栄
養
摂
取
な
ど
個

人
の
努
力
に
よ
る
予
防
法
が
主
流
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
一
人
一
人
が
自

分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
努
力
す
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
、
予
防
は
、
そ
こ

か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
、
子
供
の

九
O
%
以
上
が
虫
歯
を
も
っ
て
い
る
状

態
で
は
、
行
政
に
よ
る
指
導
や
予
防
方

法
の
確
立
な
ど
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

上
田
市
で
は
、
『
虫
歯
予
防
は
、
正

し
い
育
児
か
ら
』
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
‘
五
十
年
度
か
ら

J

歳
甲
山
検
診
に
歯

広報

月16日

仁コ

ヲ5"

⑬ 

科
指
導
を
取
り
入
れ
、
歯
科
医
師
会
の

協
力
の
も
と
に
幼
児
の
歯
み
が
き
や
食

事
の
指
導
を
行
っ
て
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。親

が
歯
み
が
き
を

手
伝
お
う

検
診
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

で
は
、
歯
み
が
き
を
親
が
手
伝
っ
て
い

る
家
庭
は
指
導
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
と

受
け
な
か

っ
た
グ
ル

ー
プ
で
、
約
二
倍

の
差
が
で
、
指
導
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

(
図
①
)
子
供
の
口
の
中

は
、
五

i
六
歳
ま
で
は
大
人
が
手
伝
わ

な
け
れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

甘
味
制
限
も
指
導
で
強
調
し
た
点
で

す
が
、
子
供
に
甘
味
制
限
は
可
能
と
考

え
る
親
は
、
対
象
児
が
第
一
子
の
親
の

場
合
、
三
五
%
、
第
二
・
三
子
の
親
は

二
二
%
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
(
図
②
)

育
児
経
験
の
あ
る
親
は
、
甘
味
制
限
は

む
ず
か
し
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
成
否
は
、
家
族
や
近
所
の
方

の
協
力
企
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

武
石
村
の
二
歳
児
の
指
導
結
果
(
図

③
)
で
わ
か
る
よ
う
に
、
早
期
指
導
は

確
実
に
幼
児
の
虫
歯
を
減
ら
し
、
四
歳

ま
で
虫
歯
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
治
療
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

早
期
指
導
や
フ
ッ
化
物
の
利
用
は、

地
域
的
な
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
ま
ず

取
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
同
時
に
、
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
専
門
家
(
歯
科
衛
生
士
)
を
配
置
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

、
(
資
料
提
供

1
上
小
歯
科
医
師
会〕

，カる，、てっ
一玄手カ見

合
掌
々をき

どカみ歯の供子恥

第 2 ・3子第 lご(-

ご
寄
付
お
礼

マ
若
葉
保
育
園
保
護
者
会
様
、
ス
ノ
コ

五
台
、
幻
燈
機
一
台
、
若
葉
保
育
園
へ

マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
ヒ
ノ

木
苗
木
千
五
百
本
、
市
民
の
森
植
樹
祭

用
に

マ
渡
部
園
芸
様
、
コ
ブ
シ
苗
木
五
百
本

ツ
ゲ
苗
木
三
百
本
、
キ
ャ
ラ
苗
木
二
百

本
、
市
公
共
施
設
へ

マ
古
平
慶
治
様
(
岡
)
、
掛
け
軸
一
幅

川
西
公
民
館

へ

マ
附
は
な
お
か
様
、
十
一
万
九
千
三
百

三
十
円
、
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
古
川
元
三
郎
様

(
長
野
市
)
、
松
代

焼
十
点
、
博
物
館
展
示
資
料
と
し
て

マ
久
松
定
{
一
市
様
(
小
泉
)
、
保
育
用
絵

本
、
小
泉
保
育
闇
へ

マ
小
泉
保
育
園
保
護
者
会
様
、
鈴
割
り

支
柱
一
基
、
戸
外
ス
ピ
ー
カ
ー
一
台
、

ス
ク
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
一
台
、
絵
本
二

十
七
冊
、
小
泉
保
育
園
へ

マ
山
崎
政
太
郎
様
(
上
堀
)
幻
燈
機
一

式
、
国
分
保
育
園
へ

マ
鎌
原
今
朝
雄
様
(
材
木
町
二
)
、
土
地

四
二
財
、
公
衆
用
道
路
と
し
て
、

マ
半
過
自
治
会
様
、
防
火
貯
水
そ
う
本

体
七
基
、
消
防
用
防
火
水
そ
う
と
し
て

マ
若
実
会
様
(
丸
子
町
)
、
五
千
円
、

社
会
福
祉
資
金
と
し
て

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
〈
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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